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学生の授業行動の形成に関する訓練システム
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ATram1ngSyste皿Concemedw1ththeShap1ng
　　　　of　Stud．ents’Teach1ng　Behay1or

　Abs虹a6t　The　most　bas1c　and1mportant　respons1b111ty　m　mrturmg　future　teachers1s

to　tram　them　effect1ve1y　to　become　as　versat11e　and　as　sk111ed　as　poss1b1e　In　trammg

future　teachers1t1s　most1mportant　that　they　be　taught　how　to　funct1on　as　effect1Ye1y　as

poss1b1e　m　the　c1assroom　Such　effect1▽eness　means　sk111s　m　p1annmg，carrymg　out，and

eva1uatmg1essons，and　m　makmg1mproyements　when　des1rab1e
　To　shape　effect1▽e　behav1or，1t1s　essent1a1to　tram　potent1a1teachers1n　a11the　Yar1ous

bas1c　pedagog1ca1skエ11s　mherent　m　the　process　of　good　c1assroom　teachmg　　However，

rather　than　fostermg　these　bas1c　sk111s　separate1y　one　by　one，1t1s　mandatory　that　they

be　treated　as　an　mtegrated　ser1es　of　sk111ed　behav1ors　funct1onmg　w1th1n　the　framework

of　an　orgamzed　behaY1oral　system

　Th1s　study，based　on　present　student　teacher　pract1ce　teach1ng，　deve1opes　a　tra1nmg

system　wh1ch　consエsts　of　pre－pract1ce　teachlng　trammg　and　post－pract1ce　teachmg　trammg

act1Y三t1es　and　of　ut11エzmg　m1croteachmg　techmques

　In　th1s　report，the　structure，content，and　methodo1ogy　of　th1s　trammg　system　w111be

e1ucidated，and　various　tria1cases　wi11戸e　presented，at1east　in　part．

は　じ　め　に

　教員養成教育のカリキュラムの中で，教育実習の重要

性が最近とくに強調されるようになり，従来の教員養成

教育カリキュラム見直しの必要性が叫ばれている。いう

までもなく教育実習は，学部での理論的な学習を学校教

育の実際の場において実行に移す学習であり，いわば理

論から実践へ，また実睦から理論へと体験的な学習を通

して理論と実践の統合をはかる実際的で総合的な学習で

ある。教員を志向する学生は，教育実習によって初めて

教壇に立ち本物の授業を体験する。この体験学習をより

有効適切なものとするために従来より数多くの研究や実

践報告がなされてきた◎とくに教育系各大学・学部にお

ける教育工学センターでの最近の研究課題は，その多く

が教育実習あるいは教授スキルに関する研究に向けられ

ているといって過言ではない。中でも教授スキル研究が

数多く取り上げられるようになったのは，マイクロティ

ーチングの普及に負うところが大である。というのはマ
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イクロティーチングが教育実習・訓練の困難性をある程

度克服して，学部内でも授業全般の模擬練習や授業の過

程で分節的に教育技術の学習・技能の訓練を可能にした

ことがその大きな理由といえるだろう。しかしマイクロ

ティーチングも適用を誤ればその特質が失われ，実習・

訓練がともすれば木を見て森を見ぬことになったり，あ

るいはまた，本来，教師対学習者の人間的な触れ合いを

通して価値創造の主体の形成を目的とするはずの授業

が，単に枝葉末節の技能的なものの訓練強化に堕してし

まったりする危険性をはらんでいることも確かな事実で

ある。マイクロティーチングがこうした危険性から脱し

てそれがもつ特質をより適切に位置づけることによっ

て，また教育実習とのかかわり合いをシステム化するこ

とによって，教育実習の事前，事後指導としての学部に

おける前実習と後実習の実施の意義と効果をより確かな

ものとしなければならない。この小論は以上に述べたよ

うなねらいをもって昨年度より準備をすすめてきた研究

の序論であって，今後の実践と検証によりさらに内容を

深め充実した訓練システムの確立を期したい。
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1．授業行動とは

学生の授業行動の形成に関する訓練システム

　教育活動は教師が教える内容を介して学習者に教える

という行為である。それ故教師は教える内容を十分に知

る者でなければならぬことはいうまでもない。知ること

は，教える行為を成立させる前提条件である。その意味

でよく知ることは，よく教えることの必要条件である。

しかしよく知ることは，直ちによく教えることにはなら

ない。なぜなら知ることと教えることとは本質的にその

行為の性格が異なるからである。すなわち知ることは，

知を求める者が真理を求めてあくなき上昇作用ないしは

求心作用によって真なるものを究めようとする働きであ

る。これに対して教えることは，知を求める者がその上

昇作用の過程で未だ低いレベルにいる学習者のレベルに

まで下降して，学習者から学習の興味，関心や意欲をひ

き出し，やがては学習者が自力でより高い学習を志向

し，新しい価値の創造をめざして指導者とともに真理を

究めるようになることを援助する活動であるからであ
る。

　これを技術的な側面から見れば，知る者には知る技術

が必要であるのに対し，教える者にはさらにその上に教

える技術が必要である。すなわち後者には「いかにすれ

ば知ることができるか」が問われるとともに，「いかに

すれば知り得たことをよりうまく教えることができる

か」が問われることになる。こうして教える者には教え

るために自ら知ることが前提とされるとともに，「知る

ことをどのようにすれぱその内容をそのままに保ってあ

らゆる能力の生徒に教えることができるか」という間題

が問われることになる。この間題は教育方法上の歴史的

課題でもあった。

　教えることは学習を援助する働きであることはさきに

述べたが，学習者の学習を援助する営みは学校において

は授業と呼ばれる。授業は伝統的には教師が生徒に授け

る行為を意味するが，本来的には教師が学習者の学習を

援助する一連の営みであり，学習者に働きかけて良い学

習の成果を生み出させようとするあらゆる営みである。

これを授業行動と呼ぶことにする。

　授業行動は具体的には，「何を」「いつ」「どこで」

r誰に」r何のために」rどんな方法で」教えるかとい

った一連の教授上の課題を教師が自ら計画し，実践し，

それを評価し，その結果をフィードバックしてより改善

した授業を遂行しようとする行動をいう。授業行動は授

業過程におけるもろもろの分節的な個々の技術的行為や

技能的行為（例えば話術，板書技能，機器操作技能な

ど）をいうのではない。それらは授業行動の幾つかの必

要な要素であっても授業行動そのものではない。授業行

動においては，教師が学習者に教材を媒介として教授即

学習活動を展開する動的な構造の申で，これらの分節的

な諸要素が規定され，条件づけられねばならない。それ

は教師のみのあるいは学習者のみの単独の働きとしては

成り立たなくて，両者が教授二学習関係を保つときに成

立するのであって，この成立関係の中で諸条件が両者の

関係の強化をはかりその成立を促進する。これらの行為

は方法的には技術領域で行われる設計・施工・検査等の

行為と似通っているので，これを授業の技術行為という

言葉におきかえることができる。授業行動は授業の技術

行為を含んだ授業技術である。このような技術行為は本

来物を生産することを目的とした理論的で実践的な行為

であり，工学的，技術的分野で行われるものであるが，

それを実行するためには深い専門科学や工学の知識と技

術を必要とする。換言すれば専門科学や工学的知識・技

術を基礎においてはじめて技術行為は可能となる、

　同様に授業の技術行為を行うには，教授＝学習理論，

教育方法学，ひいては教育哲学や教育史の深い理解をま

ってはじめて可能となる。それ故教育学ないし教育史の

知識を欠いたままで授業の技術行為を行えば，授業を単

なる技術的，技能的行為と見まちがえ，その成果をあた

かも工業生産技術の所産の如く見誤まることになりかね

ない。かつてソクラテスが産婆術と比較しながら教育を
　　　　　　　　　　1）
r魂（精神）の産婆術」としてr肉体の産婆術」から区

別したように，等しく技術行為といっても授業の技術行

為は，「人間の魂にかかわる精神活動の技術」であっ

て，「物を産み出す物的生産活動の技術」とは厳密に区

別されねぱならぬことはいうまでも’ない。

　だが精神活動の技術行為といっても抽象的，観念的な

ものであれば，この技術行為は客観化することはできな

い。客観化できない技術行為はこれを教えることも訓練

することも不可能である。授業行動として訓練可能なも

のは，いつでも誰でも適用できる技法であり，その巧拙

が何らかの形をとって評価されるものでなければならな

いし，さらにそれを訓練することによって，熟達の見込

みが立てられるものでなければならない。このような技

術行為として授業の把握が可能となるときはじめて授業

行動の形成がはかれるわけである。次に技術行為を医師

と教師の場合について比較的に考察しながらさらにその

性格を検討してみたい。医師の行う医療活動は，人間を

対象とすることにおいて教育活動と変わらない。医師の

対象とする人間は，病める人間一患者一もしくはその可

能性を秘めた人聞を対象とする。教師の対象とする人間

は，病める人間といった限られた人間ではなく，生まれ

ながらの素朴な人間を人問らしい人間にまで育てるとい
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う場合の人間を対象とする。医師の行う技術行為は，病

める人間の診察から始まる。問診をし，あらゆる検査を

行っで客観的なデータを収集し，えの中から異常値を検

出してその症状の特徴から病名と病状を診断する。その

病状に応じて内科的にあるいは外科的に処置方法を決定

し，適切な治療行為を施し，臨床的な経遇を見届け，そ

の結果が治療方法にフィードバックされながらその患者

にとって最適な治療方法が見極められるまで技術行為は

続けられる。こうして医師は患者とともに病根の根絶を

期して病とたたかいながら，患者に生きる意欲を喚起さ

せ，さらに個人的にも杜会的にも生活自立が可能となる

ように自己看護の方法を育てる。医師の技術行為は，心

身ともに病める人間に適切な医療行為を施すことによっ

て健全で将来自活可能な人間にまで育成する働きであ

る。これに対して教師の行う技術行為は，その対象で

ある生徒を知ることから開始する。ひとりひとりの学習

者の能力，適性，態度，習憤，環境などいろいろな検査

や調査を行って資料を収集し，整理し，それらの総合的

な検討により学習者の学習状況を診断する。その診断に

基づき望ましい処遇を決めて授業を行い，学習効果を評

価し，その結果が学習者にとって最適な方法となるまで

授業の内容や方法にフィードバックされる。教師と学習

者が，あるいは学習者どうしが問答を媒介として互いに

応答し合い，実習活動で共同して物を生産するなどして

人格的な触れ合いを高めながら学習者の人格は形成され

ていく。これが授業における教師の技術行為の過程であ

る。

　以上に述べてきた医師と教師の技術行為を比べると，

両者の対象とする人間が異なること，前者が患者と医療

関係を保った技術行為であるのに対し，後者は学習者と

教育関係を保った技術行為であることなどの違いが見ら

れるものの，両者はともに健全で自活できる人間の形成

を目的とし，内容は異なるが方法論の形式性においても

大変似通った行為であるといえる。

　にもかかわらず医師は教師よりも専門性の高い職業と

して杜会的評価を受けるのは，医師が人命にかかわる重

大な使命を帯びているためその養成期間が長く，しかも

高度な理論と厳しい臨床実習がとくに重視されているな

どの点に起因するからであろうか。

　これに対して教師の場合は，医師のように直接人命に

かかわるものではないが，人間の精神にかかわる重大な

使命を帯びたものであるため，その養成に当っては医師

よりも専門性の低い理論や技術であってよいというもの

では決してない。医師の養成に高度な理論と技術が要求

されるように，教師の養成にもまた高度な理論と技術が
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当然要求されるべきである。だが医学部の教授陣が附属

病院で患者の治療と実習生の臨床指導に卒先しで範を垂

れる憤行のあるのに対し，教育学部の教授陣が附属学校

で直接に学習者の指導と実習生に対する実習指導に携わ

ることは稀である。このことは両者の性格の差によると

ころもあるであろうが，教員養成に関係する者が教育の

技術行為について改めて一考すべきことではないだろう

か。

2．授業行動の形成

　すでに述べてきたように授業行動は授業を計画し，実

施し，その評価した結果をフィードバックすることによ

ってよりよい授業を生み出す活動であった。では次にこ

の授業行動の形成上の問題について考察してみたい。

　　（1）授業計画の立案と実施上の聞題

　教師と学習者がいて教材教具があり，そして教える場

があれば授業を行うための条件がいちおう整ったことに

なる。授業を計画するとは一口に言えば，授業目標が達

成できるようにこれらの諸条件を組み合わせて授業行動

がとれるようにすることである。その結果を考慮しない

で単に教師の窓意的な意図に従ってこれらを整え，運用

できるようにする程度のものであるなら初心者でも可能

である。しかし「より効果的に授業を行うためにはこさ

らの要素をどのように構成すればよいか」を問題にして

授業を構成する要素相互の関係と授業の効果をたずねる

高次な技術的課題ともなれば，授業計画の立案は決して

容易なものではない。なぜなら授業を構成する諸要素を

どのように関係づけたときに最も良い授業効果をあげる

かという基本的命題は，授業計画のアルファでありオメ

ガーである課題であり，同時にそれはまた授業行動形成

のための訓練目標でもあるからである。そこでこの課題

をさらに具体的に考察してみよう。

　いまある題材について教師が授業を計画しようとする

とき，まずその題材について教材研究を行い，それに基

づいて単元構成し，各単元の目標を立て，内容を組み，

その展開の方法を決め，それに必要な教材教具や教授メ

ディアを選択し，学習環境を整備し，学習評価や授業評

価の方法を決定するなど授業過程の諸要素を総合的にと

らえて立案する。授業展開の方法や教授メディアの選定

をもっと詳細に述べると，教師中心か生徒中心か，ある

いは両者の折衷方式かのいずれの授業方式にするか。ま

た個別，小集団，一斉あるいはこれらの組み合わせのい

ずれの授業形態をとるか，また教授メディアを言語中心
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か，演示か，実験・実習等の体験学習にするか，実物・

標本，紙芝居，スライド，オーバーヘッド，テレビ，ビ

デオなどのうち何と何を使用するか。しかもそれらを何

のために，どんな内容のところで，どんな方法で行うか

というふうに問題は際限なく生起する。これらの諸要素

をあらかじめ計画の中に盛り込んで用意周到に授業の段

取りを組んでおくことが授業の設計である。授業計画が

立案できるようになるには，こうした授業の設計能力を

あらかじめ訓練によって培っておくことが必要である。

　この授業計画に基づいて指導案を作成し，授業を実施

する。計画通りに授業が展開すれば串し分はないが，い

くら計画・設計が完全に作られていても，必ずしもその

通りの授業状況になるとは限らない。学習者側の欲求，

興味，関心，能力，適性などの内的条件や施設，設備，

材料，時間等のそのときの環境要因や物理的要因など外

的条件の都合で，授業の展開過程に関係する諸要素間で

矛盾を生じる場合がおこる。たとえば授業の過程で学習

者から提案された興味，関心の高い問題を採用すれぱ

（採用するかどうかの意思決定が重要な間題となる）予

定していた教案のどこに矛盾を生じるか，そのためにど

こを動かし，どこを捨てて修正するか，どのくらいの時

間をふりあてどの程度取り組ませるか，生徒の自由な発

言や行動をどの程度認めるか，元の授業計画で組まれて

いる本流にいつ，どのようにしてのせるか，このような

軌道修正案は元の案と比べてどのような価値をもたらす

か。授業の計画変更にはこうした意思決定の訓練が必要

となる。

　あるいはまた授業の途中で教師のまずい説明のために

学習者が誤認や誤解をおこして授業が混乱するときがあ

る。この事態がおこったときどのように収拾するかとい

うことも初心者の授業によくおこるケースである。この

場合教師のどんな説明や行動がその混乱の原因となった

のかを究明し，評価してその間題点を明確にすることに

よって，その対応策・収拾策としての意思決定の仕方が

考えられるであろう。

　授業計画は授業の実施前に立てたあくまでも仮説的な

ものであって，その通りにいくかいかぬかは実際にその

計画通りの授業を実施してみなければわからない。授業

場面では教師は学習者が予想通りの反応をするかどうか

を観察しながら授業をすすめ，もし予想外の重要な反応

が示されたり，上に述べたような矛盾を生じたり，また

混乱を生じたりしたときは，指導案の計画変更をするか

その場で多くの意思決定をするかしてその場に即した授

業をすすめなければならない。

　このように教師は時には計画通りに授業を実施するこ

とや，上述のように授業の途申で計画変更をして授業を

すすめなけれぱならないこともある。ここにあげたよう

な課題は，授業を一回でも経験した者なら常に経験する

間題であり，授業の遇程でその場に即して即座に対処す

る方法を習得しておくことは初心者にとって重要な訓練

課題の一つとなる。

（2）授業の評価とフィードバック

　家やビルを建てる建築技術の成果は，それが建てられ

てからその家やビルに住んでみて，住み心地，住みよ

さ，便利さ，災害に対する配慮などのデータによって評

価される。その評価により設計や施工や材料の優劣が論

ぜられる。と同時にその結果は新しく建築物を建設する

ときに設計や施工技術にフィードバックされて建築物を

改善していく資料となる。

　授業の場合も同じで授業の成果は，学習者たちがその

授業を受けた結果どのように育ったかによって示され

る。学習の成果は授業のつど評価するとともに，そのよ

うな学習成果をあげた授業はどんな授業であったかを解

明し，望ましい授業と望ましくない授業のパターンや内

容，方法などを明らかにする必要がある。このような視

点に立って授業前に立案した計画を実践の中で確かめ

て，その遇程のどこで，どのように修正をし，改善しな

ければならないかを明確に指摘した評価資料に基づいて

授業計画にフィードバックする。こうして改善した指導

案で再度授業を行う。そして窮極的には授業の過程で教

師のどのような行動が学習者の意欲をもりあげ，どのよ

うな質問が学習者をより高めることになったか，教師の

授業を改善していくものは何かが間われなければならな

い。

　このように授業状況を客観的に把握するため授業分析

による授業評価を行うことは，授業改善の資料となると

ともに授業行動を形成するための重要な訓練内容とな

る。このため授業分析や授業評価，そしてフィードバッ

クについての知識や方法技術をあらかじめ十分に訓練し

ておく必要がある。ここでは後述するようにコンセンサ

スによる評価方法を提案した。

（3）授業過程におげる個々の技術行為の習得

　一つの授業を実施するにはそれを成立させる数多くの

基本となる行為があり，さらにこれらの基本行為が互い

にかかわりあった複合的行為が授業遇程の各段階ごとに

合成されて授業行動を形成する。それ故授業行動を全う

するためにはこれらの基本行為の一つ一つが習得されて

いるとともにそれらが目標に応じて合成され，連合的な
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行為として行動できるように訓練しておくことが必要で

ある。次にこれらの基本行為となるものを各段階cとに

列挙してみよう。

　授業の計画段階

　　診断的調査：能力，遭性，態度，性格，環境などの検査や調査

　　　　　　　　の実施とその処理及び解釈

　　事前テスト：レデイネステスト，プレテストなどの作成と実施

　　学習指導案：教材研究，指導案の作成

　授業の実践段階

　　話し方：声の出し方，間のとり方，説明の表現のし方，顔

　　　　　　　　の向け方，ジェスチャーのし方，講義のすすめ方

　　　　　　　　など

　　場面設定：場面の構想，設定の方法，道具

　　課題の提示：課題の示し方，実例の示し方

　　教材・教具：制作のし方，提示の方法，活用のし方

　　視聴覚機器：視聴覚教材の制作，機器の操作，活用のし方

　　教授形態個別指導，小集団指導，斉指導

　　学習形態：発見学習，ブログラム学習，作業学習

　　実験・実習・実技：実演のし方，指導のし方

　　板書のし方：学習の契機，学習方法，発言のまとめ，授業の軌

　　　　　　　　跡，学習の整理

　　発問・質疑応答：発問の頻度，質問の掘り下げ，高次の質問，

　　　　　　　　　　拡散的質間

　　批判・修正：励まし，賞賛，叱正，方向づけ，感情の受け入れ方

　　まとめ方：要約，問題の残し方，興味の強化
　　　　　　　　　　　　2）
　　マイクロティーチング：実施の方法，評価の方法

　授業の評価段階

　　学習評価：評価の方法，テスト（ポストテスト，学力診断テ

　　　　　　　　スト，期末テストなど）1の作成と集計処理の万法

　　授業評価：評価の観点，評価票，授業分析，授業記録，パソ

　　　　　　　　コンによるカテゴリーシステム分析（NIACS，
　　　　　　　　　　3）
　　　　　　　　KIACS）コ／セノサスによる評価（後述）

　授業の各段階ごとに示した準傭行動となる基本的な技

術行為を十分に訓練して習熟しておくことが，稔り豊か

な授業を成立させる重要な基盤となるものである。

るために何らかの問題意識をもって本番の実習に望むと

いうわけではない◎また教育実習の終了後においても，

実習中に間題となった授業行動の課題を，実習終了直後

に学部でそれを解決するための適切な指導を受けるわけ

でもない。本実習を中心にその前と後の実習上の課題を

実習生に意識させるか否かによって本実習を経験する意

義は大いに異なると思われる。この小論においては，前

章でとりあげた授業行動とその形成をこの教育実習にお

いて積極的にはかることを意図し，これを具体化するも

のとして図1のような訓練システムを構成した。

　A・授業を中断して一定期間教育実習に割り当て，終

　　ればまた授業に復帰する現行のタイプ

　B：現行のシステムを基本とするが，前実習と後実習

　　を教育実習（本実習）の前後に授業外の課外指導と

　　して実施するタイプ

　C：本実習の前後に授業をストップさせないで授業の

　　一部として，あるいは各教科教育の授業の中で前実

　　習と後実習を相当時間をかけて訓練指導するタイプ

　D：本実習の前後に授業をストップさせて前実習と後

　　実習を比較的短期間で集中的に実施するタイプ

　B型は，授業外の訓練として実施するので正規の授業

時間を削減することがない。それ故実習生全員がこれに

参加することは不可能であり，いきおい希望者のみの参

加という形になる。もちろん単位は認定しない。

　C型は，授業をストップさせないで，各教科あるいは

教科以外の授業の中でカリキュラムの一部としてできる

だけ長期間にわたって前実習及び後実習として本実習と

関連づけて訓練する方法で，できるところから実践に移

す比較的着手し易い方法である。

　D型は，授業をストップして前実習と後実習を正規の

授業として完全実施するので，実習生の全員参加及び各

教科の課程において全教官がこれにあたる徹底した方法

であるが即時に実施することは困難である。

（2）訓練の内容と方法
3．訓練システム

（1）訓練システムの概要

　教員養成教育カリキュラムの中で授業行動の形成をは

かるための直接的で実際的な訓練の機会は，従来から実

施されている教育実習である。この教育実習は学部での

教育実習履修のための必要基礎条件を満たす単位を修得

した後に附属学校又は実習協力校において行われる。こ

の実習のために学部で事前のオリエンテーションが行わ

れるが，この事前指導によって自己がもつ課題を解決す

　1）前実習

　すでに前章で述べてきたように，授業行動とは自ら授

業計画を立て，授業を実施し，評価して授業を改善する

自主的，主体的な行動をいうのであった。したがってま

だ授業を経験していない実習生に授業のアウトラインを

把握させ，見よう見まねで一つの授業を組み立て，それ

を実施して体験させてみる。その結果授業の難かしさや

おもしろさ，たのしさなどを味わわせ，より充実した授

業をめざして改善策を立てることができるように本実習

の前にあらかじめ訓練するのがこの実習のねらいであ
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　（≡；

ポ　授　　業 授　　業

8　授　業 授　　業　　　　・

C　　業　　一・・
授
業

○授業 ・〕r㍗

授業／

慶蔓嚢菱1…ヨ前実習麗嚢萎璽本実習

図1

鰯後実習
訓練システムの類型

る。その訓練内容として次のものが指摘できる。

授業の計画

　　①まず人の授業を見るのが第一で，ビデ才によって

　　　熟練者の授業（マイクロ授業）を見せるとともに

　　　初心者の授業（マイクロ授業）も見せて比較検討

　　　をさせる。

　　②熟練者の授業をビデオから文章化して授業記録を

　　　作成する。

　　⑧この授業記録から熟練者の授業の指導案を作成

　　　し，これを授業実施者である熟練者の指導案と比

　　　較検討する。

授業の実施

　④白分が作った指導案に従ってマイクロティーヂン

　　　グ（以下マイクロ授業と略す）を行う。　（このた

　　　めに前もって教材・教具の制作，ビデオカメラの

　　操作，視聴覚機器類の操作などを訓練しておく）

授業の評価

　⑤熟練者と実習生の両方のビデオを再生しながら，

　　実習生の授業に対する評価票の記入，自已反省，

　　相互評価などを行ってこのマイクロ授業について

　　　の検討会をひらく。　（コンセンサスによる評価の

　　検討……4．（2）参照）

　⑥ビデオ録画から授業記録を作成する。

　　⑦授業記録にカテゴリーを記入し，NIACS又は

　　KIACSによってコンピューター処理を行う。

　⑧　⑤⑥⑦の授業評価の資料に基づいて指導案を修

　　正する。

⑨修正した指導案でマイクロ授業を再び実施する。

⑩評価票の記入，自己反省，相互評価による検討会

　をもつ。以下，分析，修正をくり返して行い，授

　業改善の技術を訓練する。

　2）本実習（教育実習）

　本実習においては実習生は前実習であらかじめ受けて

きた訓練の成果をいかしながら，いよいよ本舞台で本物

の教育実習を初体験することになる。指導教官のモデル

授業と指導案とを見比べながら両者の関係を実地につい

て学習する。指導教官は指導案に基づいてどのような授

業を展開するか，指導案に盛られていないような事態に

対して指導教官はどのように対処しているか，教師の発

問と学習者の応答の応酬をどのようにてきぱき処理して

いるか，授業をどのように盛り上げ，目ざす目標に対し

て内容を焦点化しているか，といった授業観察の観点を

参照しながらモデル授業を学習する。この指導教官のモ

デル授業を参考にしながら実習生は実習授業の計画を立

てる。指導案を作成し，指導教官のアドバイスを受けて

それを修正して授業を行う。その授業記録をとり，分析

し，評価にかけるといった一連の授業行動を実習生は前

実習の訓練の成果を生かして自主的に行う。

　このようにして各実習生は，自己の授業に関する評価

資料を持ち寄り，指導教官のもとに実習生が集まって授

業研究会を開く。授業についての自己評価，相互評価を

行って意見を述べ合い，さらに評価票や授業分析データ

の比較などによって，授業改善策を立てたり授業行動の
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表1

前　　　実　　　習 本　　　実　　　習

○授業の計画

授業観察：熟練者と初心者の授業をピデオで

　視聴して比較する。

授業記録：ビデオの録画記録を文章化する。

指導案：授業記録から指導案を作成し，授業

　実施者の指導案と比較検討する。

○授業の実施

マイクロティーチング：指導案によって実施

　する。教材・教具の制作，カメラや視聴覚

　機器類の操作を練習しておく。

○授業の評価

評価票：記入とコンセンサスによる評価の検

　討をする＊。

授業記録：ビデオの録画記録を文章化する。

授業分析　NIへCS又はKIACSによるカ
　テゴリーシステムによる分析をする＊。

○再計画・再実施・再評価

指導案を修正し，マイクロティーチングを行

い，評価・分析・修正をくり返し，授業の改

善をはかる。

○授業の観察

モデル授業：指導教官の授業状況を観察す

　る。

指導案：モデル授業の指導案の説明をうけ

　る。

観察視点：視点表及び指導案とモデル授業を

　見比べる。

○授業の実施

実習授業指導案：作成したものを指導教官の

　検討を受ける。

実習授業実施：授業記録をビデオで録画す

　る。

○授業の評価

評価案j
授業記録：1前実習と同じ要領で行㌔
授業分析：

○授業検討会

メンバー：指導教官，学部教官，実習生

検討事項：実習授業を授業分析データ，評価

　票に基づいて検討する。授業行動の形成要

　因の補足，後実習での訓練事項を明確にし

　ておく⑪

後　　　実　　　習

○授業行動の課題

教授スキル：訓練を要するスキル

　導入部分の課題

　展開部分の課題

　総括部分の課題

○対応行動の演習

　（decision　makingの訓練）

収拾方法：混乱事態の授業記録の分析，経過

　解析表（図）の作成，事態紛糾の原因の解明，

　事態の収拾策の立案をする。

試行：授業改善の指導案を作成し，マイ

　クロティーチングで試行する。

＊後述参照

表2 N教諭とW学生による授業行動（カテコリー別）の頻度数（KIACSによる）

ぷへ

教

師

生

徒

沈黙

教師
生　徒

1
2
3

4
5

6
7

8

9
10

11

12

13

14

15

計

N　（教師）

実数1・

20

14

9
18

97

17

8

8
90

4
14

7
11

15

5．8

4．0

2．6

5，2

28．O

4．9

2．3

2．3

26．0

1．2

4．1

2．O

3．2

4．3

％

14

346

12．4

33．2

7．2

2．3

33．3

3．2

4．3

…1 4．1

100．0 100．O

W（学生教師）

実数

4
1
2

16

25

66

12

20

24

13

0
0
11

％

1．3

0．3

0．6

5．1

7．9

21．0

3．8

6．4

7．6

4．1

0
0
3．5

・・1…

・・i・…

315 100．O

％
備考（カテゴリー）

2．2

1感情の受け入れ

2　ほめる，励ます

3　アイディア，考え受け入れ

13．O 4発問
5講義，説明

24．8
6　指示，要求，方向づけ

7批判，修正，正当化

6．4 8単純応答

11．7

9　自発的発言

10追加補足
11質　　問

12反対意見

・・1・・燃とまどい

7．O 14教師の活動（板書など）

31．4 15生徒の活動（グループ活動など）

100．O
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形成要素の補足を行ったり，また後実習においてさらに

訓練すべき事項や、学習すべき事項などを明確にしたり

しておく。

　3）後実習

　後実習は，本実習でとりあげられた授業行動実施上の

間題事項について訓練を行う。例えば指導教官から指摘

があった事項についての訓練や，授業の導入，展開，総

括の各段階における教授スキルをさらに深める。このよ

うな部分的な補足，改善のための訓練と，さらに応用的

な授業行動の訓練として事態収拾のための対応行動演習
　　　4）
を行う。これは授業中にしばしば遭遇するところの混乱

事態の収拾の方法を習得することである。いわば一種の

dec1s1on　mak1ngの訓練である。たとえぱ教師のまず

い説明のために学習者が誤認，誤解，疑間，疑義をひき

起した混乱授業のいろいろなケースをとりあげ，これら

のケースに対してどのような対応の処置をとるか，その

行動の分析的解明と対応策を講ずる演習である。まずそ

の授業の授業記録の分析を行い，混乱事態の経過を解析

し，なぜ事態が紛糾したのかその原因を解明し，問題点

を指摘して事態の収拾策を考える。その収拾策をさらに

マイクロ授業で試行して確かめ，授業改善の指導案を作

成する。

4．試行例r学生の授業行動の分析と評価」

　ここにあげた試行例は，前章の前実習で企画されてい

るマイクロ授業を試みに実施したものの中から，とくに

同じテーマで行ったN教諭（教職経験5年）とW学生

（4回生で教育実習の経験あり）の授業の分析と評価に

ついて比較的に考察したものである。

（1）マイクロ授業の試行とその分析

　　　　経験者の授業と初心者の授業一

　N教諭及びW学生が同じ草野心平の「春の歌」のテー

マで行ったマイクロ授業をビデオに録画し，授業記録を

作成して表2の備考欄にある15のカテゴリーを用いて

まずその記録を4秒間隔で記号化する。次にこれを

NIACS又はKIACSによってコンピューター処理を行

い，両者の授業行動におけるパターン分析を試みる。表

2はこの両者の授業行動におけるカテゴリーの頻度数を

比較的に示したものである。

　この表からN教諭の授業が，教師の説明，発間と生徒

の自発的発言や質間などが主体となって構成されている

のに対して，W学生の授業は，教師の授業の方向づけや

指示と生徒のグループ活動とで構成されている。その外

にはN教諭が生徒の感情を受け入れたり，ほめたりして

いるのに比べ，W学生の方はこれらを余り行っていな

い。この結果からN教諭の授業は，教師と生徒の活発な

やりとりが予想されるが，W学生の授業は教師の筋書き．

通りに方向づけられて，生徒は教師の発間に対して単純

な応答とそれに追加・補足的に発言する授業の展開にな

ったことが推測される。

　N教言師とW学生の例をここにとりあげたのは，経験者

と初心者の授業にどのような違いがあるのかを両者の比

較によって検討してみたかったからである。それではこ

の両者の授業を評価するとすればどのような差がみられ

るだろうか。次にこの二人のマイクロ授業とは全く無関

係の学生グループに両者の授業をビデオで視聴させ，評

価させるとともに，あわせて授業評価の方法について一

つの実験を試みてみた。

　　（2）マイクロ授業の評価方法

　　　　　一コンセンサス評価の実験的試み一

　N教諭とW学生のマイクロ授業をそれぞれ20分ずつ，

A，B，C，D，E，Fの6グループ計23人の学生に視

聴させ，一つの授業の視聴が終ると直ちに表3の評価票

に4段階（◎○×※：十2＋10－1）で評定させる。こ

の個人評価の結果を各グループごとにリストを作り，そ

れを見ながら意見を述べ合い最後に最適な評価値を30項

目の一つ一つについてグループ決定する。

　表4はグループ決定の30項目評価値の合計点及び平均

点を示す（最高60点，最低一30点）。これによるとN教

諭のグループ平均の得点は43．7，W学生の平均得点は5

でその差は38．7である。

　だがこの学生グループの評価は妥当なものといえるだ

ろうか。グループ決定に至るまで各個人の評価には相当

な幅があった。だれの評価が最も良いのか決め手になる

尺度がない。この決め手になる基準尺度を予め設定して

おけば，それと比べて個人及びグループ決定の評価の妥

当性がチェックできるわけである。この基準となる評価

尺度をどのようにして決定するか。その方法を究明する

こともこの実験の一つのねらいであった。そこで実験的

な試みとしては数人の熟練者にN教諭とW学生の授業を

視聴して各自で評価をしてもらい，その結果をもちよっ

て合議により評価値を決定してそれを基準値とする方法

を考えたが，今回は時間の都合で合議に至らず，評価者

全員（12名の複式教育内地研究生）の平均値をとって基

準値とした。この基準値は各グループがグループとして

の評価値を決定した段階で発表する。各グループはこの
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題　材．名「

評価　者（

表　3　　評 価　　　　　票

教師役（　　　　）

所　属（　　　　　　　）

1．授業の目標が何かよくわかりましたか。

2．課題の提示は生徒を引きつけるように行われたか。

3．授業の内容はよくわかるものであったか。

4．教材や資料の内容は，わかりやすく工夫されていたか。

5．教材や資料の提示はスムーズに行われたか。

6．教材や資料を提示する媒体（手段）は適当であったか。

7．授業形態に変化があったか。

8．教師の講義や説明で授業が終ってしまうようなことはなかったか。

9．生徒の方へ顔がよく向けられていたか。

10．よく聞きとれる声の大きさであったか。

11．説明，引用などは生徒の学年に適した表現であったか。

12．話の間のとり方，抑揚などはよかったか。

13．発間はわかり易い表現でなされたか。

14．ゆさぶりやさぐりをかける発間がなされたか。

15．難しい発間には十分間をとって考えさせるようにしたか。

16．生徒の応答を待たずに教師が説明してしまわなかったか。

17．生徒に自由に発言させる機会を与えていたか。

18．落ちついた態度でてきぱきと処置していたか。

19．生徒を励ましたり，ほめたり，勇気づけたりしていたか。

20．生徒の意見や考えなどを十分に生かして授業をすすめたか。

21．指名はまんべんなく公平に行われたか。

22．教師と生徒の対話は十分に行われたか。

23．生徒どうしの対話は十分に行われたか。

24．授業にあきないように，いろいろ刺激して興味をもたせたか。

25．生徒の気持を理解し，感情を受けいれていたか。

26．生徒の意見を焦点化して，好ましい方向に導いていたか。

27．生徒は授業に全員参加できたか。

28．授業の目標は達成されたか。

29．まとめ方，間題の残し方はよかったか。

30．結末の方法は，生徒の興味を強化するものであったか。

◎
十2

○
十1

昭和　年

×　※
O　　－1

1　1
1　1
1　1
！　l
1　l
l　l
l　l
l　l
l　l
l　1
l　l
l　l
l　！
l　l
l　l
1　l
l　l
l　l
l－l
l－l
1　l
l　l
1　l
l　l
l　l
l　l
l　l
l　l
l　l
1　1

月　　日

表4　NとWの授業に対する6グループの
　　　評価得点と基準値との差

'+¥.¥ N W if)L/ ¥ - ¥¥ 7P 

//El: ~~ j~ ' ~~t /11~ //~~:tl~ r~ *J J bl¥ 

~ 
A 47 8

 
9
 

13 
B
 

51 12 - lO -6 
C
 

33 -6 3
 

7
 

D 42 3
 

l
 

5
 

E
 

46 7
 -l 3

 
F
 

43 4
 

28 32 

262 28 30 54 

~~~ 43 . 7 4.7 5
 

9
 

注）最高60，最低一30

　　Nの基準値：39

　　Wの基準値：一4
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る。

　ここに示した評価方法は，グループ討議によって評価

値が基準値に近づいていけば，そのグループのコンセン

サスは高まり妥当な評価となるが，逆にその差が大きく

なれぱそれだけグループの合議は基準値から遠ざかる方

向へと意見が強まって評価の妥当性が弱まることにな

る。このようなコンセンサス方法を応用すれば，グルー

プ決定にはもちろん効果があるが，個人的にも白己の判

表6　N教諭の授業に対するグループの評価と基準値との差及び評価レベル

価晋ぺ

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

計

十

A

評
価

2
2
2
2
2
1
1
1
2
2
1
2
2
1
1
2
2
2
2
1
1
2
1
1
1
1
2
2
2
1

47

差

　1

　1

　0

　1

　1

　0

　0

　0

　0

　1

　0

　0

　1

　0

　0

　1

　0

　1

　0

－1

　0

　0

　0

－1

－1

　0

　1

　1

　1

　0

・1

16

・・1

・1

B

評
価

2
2
2
2
2
2
1
2
2
2
1
2
2
1
2
1
2
1
2
1
1
2
2
2
1
2
1
2
2
2

・・1

　1

　1

　0

　1

　1

　1

　0

　1

　0

　1

　0

　0

　1

　0

　1

　0

　0

　0

　0

－1

　0

　0

　1

　0

－1

　1

　0

　1

　1

　1

12

・・1

■・

2

C

評
価

　1

　1

　1

　2

　2

　2

　0

　2

　2

　2

－1

　1

　1

　1

　1

　0

　1

　0

　2

　1

　2

　2

－1

　1

　1

　0

　2

　2

　1

　1

33

差

　O

　O

－1

　1

　1

　1

－1

　1

　0

　1

－2

－1

　0

　0

　0

－1

－1

－1

　0

－1

　1

　0

－2

－1

－1

－1

　1

　1

　0

　0

一6

・・1

8
12

D

評
価

2
2
2
1
2
2
1
1
2
2
1
2
2
1
1
0
1
2
2
0
1
2
1
2
1
1
1
2
1
1

・・1

差

　1

　1

　0

　0

　1

　1

　0

　0

　0

　1

　0

　0

　1

　1

　0

－1

－1

　1

　0

－2

　0

　0

　0

　0

－1

　0

　0

　1

　0

　0

3
1・1

8

4

評
価

2
2
2
2
0
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
0
2
1
2
1
1
2
1
2
1
1
2
2
1
1

46

差

　1

　1

　0

　1

　1

　0

　0

　0

－1

　1

　1

　0

　1

　1

　1

－1

　0

　0

　0

－1

　0

　0

　0

　0

－1

　0

　1

　1

　0

　0

7
15

11

F

評
価

2
2
2
0
1
1
1
2
2
2
1
2
2
1
2
2
2
1
2
1
1
1
0
1
2
1
1
2
2
1

43

・1

　1

　1

　0

－1

　0

　0

　0

　1

　0

　1

　0

　0

　1

　0

　1

　1

　0

　0

　0

－1

　0

－1

－1

－1

　0

　0

　0

　1

　1

　0

4
16

9

5

基

準

値

1
1
2
1
1
1
1
1
2
1
1
2
1
1
1
1
2
1
2
2
1
2
1
2
2
1
1
1
1
1

39

○

1
1
5
1
1
3
5
3
5

4
5
1
5
3
1
4
3
6

5
5
3
3
1
4
3

3
5

89

・・1

十

5
5

4
5
3

3

6
1

5
1
3
2

2

1

1

1
3
6
3
1

61

1
1

1

1

1
1

3
2
1

6

1
2
3
5
1

30

61

30

○：基準値と評価値が一致，十：基準値より高い評価値，一：基準値より低い評価値
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定した評価が妥当なものであるかどうかが検証できる

し，かつグループ討議の中で他人の意見をききながら，

評価に対する見方や考え方が学習できてより的確な評価

センスを養うことになるであろう。この意味でこの方法

が評価の仕方を訓練する一つの方法として役立つのでは

ないだろうか。今後の研究によってさらに確実なものと

していきたい。

表7　W学生の授業に対するグループの評価と基準値との差及び評価レベル

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

計

○

十

A

評
価

　O

　O

　O

　O

　O

　0

　1

　1

　1

－1

－1

－1

　0

－1

　1

　1

　1

－1

－1

　1

　2

　1

　1

　0

　1

　1

　2

　0

　0

　0

1・1

差

　O

　O

　0

　0

　0

　0

　0

　1

　0

　0

－1

－1

　0

　0

　1

　1

　1

－1

　0

　1

　2

　1

　1

　1

　1

　1

　2

　0

　1

　1

・・1

13

14

3

B C

評
価

差　評　差
　　　価

一1

－1

－1

　O

　O

－1

－1

　0

　1

－1

－1

－1

－1

－1

　1

　0

　1

－1

－1

　O

　O

　0

　1

－1

　0

－1

　0

　0

　0

　0

一1

－1

－1

　0

　0

－1

－2

　0

　0

　0

－1

－1

－1

　0

　1

　0

　1

－1

　0

　0

　0

10

　1

　0

　0

－1

　0

　0

　1

　1

　0

　1

　0

　0

　0

　0

　2

　1

　1

－1

－1

　0

－1

－1

　1

　0

　1

－1

－1

　1

　1

　1

　1

　0

－1

－1

　2

　0

－1

－1

0
　1

0
0
0

　0

　1

　1

　0

　0

－1

　0

－1

　0

　1

　0

　1

－1

　0

　1

　1

　1

　1

　1

－1

－1

　2

　0

　0

　0

一・・1一・1 ・1・
1・・ 1・・

D

評
価

差

　O

－1

　0

　0

　0

　0

　1

　0

　1

　0

　0

－1

　0

－1

　0

－1

　1

　0

　0

－1

　1

　0

　1

　0

　0

　0

　1

　0

　0

　0

　O

－1

　0

　0

　0

　0

　0

　0

　0

　1

　0

－1

　0

　0

　0

－1

　1

　0

　1

－1

　1

　0

　1

　1

　0

　0

　1

　0

　1

　1

・1・1
1・・1

・　1・・1 9

10　　　　　　5 4

E

評
　　　差価

0
0
0
0
0
0

　1

　1

　1

　0

－1

－1

　0

－1

　0

　1

　2

－1

－1

　0

　1

　1

　1

　0

－1

－1

　0

－1

－1

－1

O
O
O
O
O
O
0

　1

　0

　1

－1

－1

0
　0

　0

　1

　2

－1

　0

　0

　1

　1

　1

　1

－1

－1

　0

－1

　0

　0

一・1・

16

8

6

F

評
価

2
0
1
1
1
1
0
1
2
2
1
1
1
1
1
0
1
2
1
0
1
1
1
1
1
1
1
1
0
0

1・・

差

2
0

　1

　1

　1

　1

－1

　1

　1

3
　1

　1

　1

　2

　1

0
　1

　2

　2

　0

　1

　1

　1

　2

　1

　1

　1

　1

　1

　1

32

3
26

1

基

準

値

O
O
O

　0

0
　0

　1

　0

　1

－1

　0

　0

　0

－1

　0

　0

　0

　0

－1

　0

　0

　0

　0

－1

　0

　0

　0

　0

－1

－1

1一・

4
3
4
5
5
4
3
2
5
3
1
1
3
5
2
3

1
4
3
1
2

1
2
1
2
4
2
2

1・・

1・・

十

1
1
1
1
1
1
1
4
1
3
1
1
1
1
4
2
6
1
2
2
5
4
6
5
2
2
4
1
4
4

1・・

1
2
1

1
2

4
4
2

1

4

1

2
3

1

1・・

1・・

29

○：基準値と評価値が一致，十：基準値より高い評価値，一：基準値より低い評価値
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お　わ　り　に

　授業行動形成の訓練システムに関する研究は，まだ緒

についたばかりである。第3章の訓練システムの項で列

挙した内容は，その一つ一つをこれから時間をかけて吟

味し，その効果を試してみなければならないものばかり

である。その意味でこれらの内容は一つの仮説である。

そしてこれらの仮説を検証していくためには，教材・教

具や資料，ソフトウエアの開発などの課題を解決してい

かなけれぱならない。その中でも今すぐに手がけなけれ

ばならないのは，次のビデオ教材である。r熟練教師と

初心者の授業」，「授業の見方，すすめ方」，「授業分析の

方法」，「コンセンサス評価の方法」，そして授業演習と

して「基本的教授スキル・応用的教授スキル」，「事態収

拾の対応行動の分析と方法」などである。これらの教材

を用いて行う訓練の効果，教材そのものの価値などにつ

いては今後に発表していきたい。

　むことができるので初心者の授業分析の訓練用に便

　利である。

4）西岡幸一　教師の意思決定のための訓練プログラム

　国立大学教育工学センター協議会　教授スキル研究

　会九州地区クループ編　＜教育実地研究＞授業技術

　訓練テキスト　皿教育工学・応用編1　長崎大学教

　育学部附属教育工学センター　pp．51－52．昭57

注・参　考　文　献

・）稲富栄次郎4㍗ζスの教育思想学苑杜・・…

　一308．昭55
2）マイクロティーチングを紹介するものとして次のも

　のがある。

　D．アレン，K．ライアン著，笹本正樹・川合治男共訳

　　　マイクロティーチング　ー教育技術の新しい研

　　　　修法一　協同出版　pp．2－5．昭50

3）NIACSはNOZU　Interact1on　Ana1ys1s　Category

　　Systemの略
　KIACSはKAJI　Interact1on　Ana1ysls　Category

　　Systemの略
　NIACSは授業分析カテゴリー提示集計装置によっ

　て，ビデオの授業再生画面に3秒ごとに時間が提示

　され，カテゴリーをコンピューターの本体外からテ

　ンキー（A，B，Cを附加してあるもの）で打ち

　込み，コンピューター処理を行う。カテゴリーは

　FLanders，N　Aのカテコリー（FIAC）を改訂し

　て25項目からなる。

　KIACSは授業録画から文章化した授業記録に3～

　4秒間隔で記号化したカテゴリーを記入し，これを

　本体のキーでinputしてコンピューター処理を行

　う。カテコリーはFLanders，N　Aのカテコリー

　　（FIAC）に追加して15分類にした岡山県教育セノ

　ター方式を採用した。

　両者とも実行すると　（1）INPUT　DATAの表示

　（2）カテコリーのHISTOGRAM（3）MATRIX（4）教

　師と生徒の発言率のHISTOGRA1V［などが打ち出
　される。これによって授業のパターンめ大略をつか


